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【1】気体分光実験  

（11シンクロトロノ放射を岡いた気体の光電離の研究  

太陽光中の真空紫外光と上層大気との相互作用は非常に大き  

いので．人間の生括に様々な形で関わってくる。この相互作用  

のうち光電敵が大部分を占めていて，我々はこの光電離をシン  

クロトロン放射を用いて研究している。  

また，様々な簡単な分子をつくり，その分子定数を決定する  

ことにより，レーザー発福等の応用物理に基礎的資料を軽快し  

ようとしている。   

（a）希ガス分子の振動楕造の世界で初めての観潮  

Arや1t r等の希ガスはレーザー発拒の材料として広く使用  

されている。しかし，その分子状態の電子状態はまだ正碓には  

把掘されていない。我々の研究室ではこの希ガス分子を轟音遠  

ノズルを用いることにより生成させ，この分子に光を照射させ  

て出てくる電子を高分解能で観測Lている。国1にA r分子か  

らの光電子スペクトル示す。囲の下部に見える等間隔の構造か  

A r分子イオンの振動構造である。  

図I A r、分子イオンの振動スペクトルl下部），上知は今イ  

オン量のスヘクトル．  
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また，1ir・分子やX e分子についても観潮され，図2とニiに示す。  
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岡2 Iil一分子イオンの振動スペクトル．  
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囲3 よIt分子イオンの振動スペクトル．  

t b）高分解能光電十スペクトルの観測  

通常の光電子分光では分解能はユ（〕Hle V程度である。稚ノJ  

は飛行時間法を囲いて穀m e Vの分解能を目指している。光軸  

としTシンクロトロンからのパルス光を利用し．就料に光昭射  

Lた強でて〈る電子のエネルギーを鵬行幅間接で測定する。  

この‾方痛ほエネルギーか砥いほと分解能が良いので，炊いエ．ネ  

Jレギーの福子が出る光の波長を選んで測定した。  

A r・う卜1Lから出光砧ナの蛸行帖間∴へウトルを図4にホす。  
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回4 A r分子からの飛行晴間光電子スペクトル．様軸はチャン  

ネル番号で，1チャンネルは100ピコ秒である．t al，  

t bl，（C），（d】は各々 839．g ．838．5，836．8．  

828．9Aの光照射によるものである．  
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1．．しきい光電子分光法によるN elsシェイクアサ7■構造の測定  

2．X e分子イオンの振動準位  

3．しきい光電子法によるN els励起からの穏和過程  
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